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　和（2011・2015）は，これまでに肢体不自由
特別支援学校の児童生徒を対象として，どの
ような重度障害があっても，個の障害特性に
応じた個別ルールを適用することで誰でもが
参加可能な「ゴロ野球」の取り組みについて報
告してきた。
　肢体不自由特別支学校の児童生徒がスポー
ツ活動に参加することで，児童生徒本人やそ
の家族の心理にどのような効果が認められる
のか検討することの意義は大きいと思われる。
Ⅱ．目的
　肢体不自由特別支援学校のゴロ野球チーム
に在籍する児童生徒及びその保護者にアンケ
ート調査を実施し，ゴロ野球の取り組みが選
手本人や家族の心理にどのような影響を与え
ているのか調べ，特別支援学校に在籍する肢
体不自由のある児童生徒のスポーツ活動への
参加の意義や効果について考察することを本
研究の目的とした。
Ⅲ．方法
１．対象チームの概要
　第一著者である和が監督を務めていた札幌
市内の北海道立肢体不自由特別支援学校（以
下Ａ特別支援学校とする）のゴロ野球チーム
（以下Ａチーム）を調査対象とした。Ａチーム
は夏休み等の学校休業期間を除いて，毎週１
回金曜日の放課後に定期的にゴロ野球の練習
を行っていた。Ａチームでは通常の練習以外
にも休日の強化練習や合宿，その他，夏祭り
やクリスマス会等の季節イベントも実施して
いた。指導には第二著者の松村も入っていた。
その他，Ａ特別支援学校の教師や学生ボラン
ティアも指導や支援にかかわっていた。
２．アンケート調査対象及び調査方法
　2015年にＡチームに在籍していた17名の選
手とその保護者にアンケート調査を依頼した。
チームには小学部低学年の児童も含まれてい
たため，選手用アンケートは各選手の発達段
階も考慮した内容とした。また，筆記等が困
難な児童生徒も多く含まれていたため，保護
者による聞き取りに基づく代筆も可とした。
ただし，その際にも本人の意思が十分に反映
されるような配慮を保護者に依頼した。
Ⅳ．結果
１．児童生徒の概要
　選手，保護者ともそれぞれアンケートを配
布した17名中16名からの回答を得た（回収率
各94.1％）。保護者アンケートは全員が母親
による記入であった。
　回答者の内訳は，男子11名，女子５名，所
属学部は，小学部７名，中学部４名，高等部
５名であった。回答者には普通校に転校した
後もゴロ野球を続けていた２名も含まれてい
た。選手が所持していた身体障害者手帳の等
級については，１級が10名，２級が３名，４
級が１名，無回答が２名であった。療育手帳
はＡ判定が６名，Ｂ判定が１名，判定なしが
５名，記載なしが４名であった。障害名は，
脳性麻痺が多く９名，二分脊椎・水頭症が２
名，その他の疾患によるものが２名，無回答
が３名であった。
２．選手アンケートの結果
【質問１】スポーツはすきですか。はい／い
いえ　に○をつけてください
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【回答】16名全員がスポーツが好きであると
回答した。
【質問２】すきなスポーツはなんですか？１
位〜３位まで３つえらんで，ばんごうでき
にゅうしてください。
　①やきゅう　②テニス　③りくじょう　④
すいえい　⑤スキー　⑥ボッチャ　⑦たっ
きゅう　⑧サッカー　⑨バスケットボール
⑩バレーボール　⑪とくになし
　⑫そのほか（　　　　　　　　　）
【回答】16名中14名（87.5％）が野球を１位
に選択した。
【質問３】ゴロやきゅうを　はじめたりゆう
は　なんですか？あてはまる　ばんごうす
べてに○をつけてください。
　①やきゅうがすきだから　②おともだちか
らのしょうかい　③ごろやきゅうをけんが
くして　④がっこうのせんせいのすすめ　
⑤おやからのすすめ　⑥スポーツをしたか
った　⑦ゴロやきゅうがたのしそうだった
⑧じぶんにもできるとおもった　⑨なんと
なく　⑩そのほか（　　　　　　　　）
【回答】⑦の「楽しそうだった」を選択した
児童生徒が最も多かった。③の「見学して」，
⑧の「自分にもできると思った」など，実
際に練習の様子を見て決めた選手が多いこ
とがわかった（図１）。
【質問４】ごろやきゅうは　すきですか？　
はい／いいえ　に○をつけてください
【回答】16名全員が「はい」に回答した。
【質問５】やりたいポジションはどこですか？
１位
い
〜３位
い
まで３つえらんで，ばんごうで
きにゅう　してください。
　①ピッチャー　②キャッチャー　③ファー
スト　④セカンド　⑤ショート　⑥サード
⑦レフト　⑧センター　⑨ライト　⑩２る
いベース　⑪ピッチャーよこ（１るいがわ）
⑫ピッチャーよこ（３るいがわ）　⑬どこ
でも
【回答】ピッチャーを選んだ選手が７名と一番
多かった。それ以外は普段自分が守ってい
るポジションを選択した選手が多かった。
【質問６】あなたが　ちからを　いれている
れんしゅうは　どれですか？あてはまる　
ばんごう　すべてに　○　をつけてくださ
い。
　①ランニング　②キャッチボール　③しゅ
びれんしゅう　④だげきれんしゅう　⑤レ
インボーズ（ＯＢチーム）とのれんしゅう
じあい　⑥そのほか（　　　　　　　）
【回答】打撃練習を選んだ選手が最も多かっ
た（図２）。
図１．ゴロ野球を始めた理由（選手） 図２．力を入れている練習（選手）
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【質問７】もっとれんしゅう　したいですか？
【回答】もっと練習したいと回答した選手が
８名，現状の週１回の練習で良いと回答し
た選手が８名であった。もっと練習したい
と回答した選手のうち７名が週２回の練習
を希望し，残りの１名は週５回の練習を希
望していた。
【質問８】いつまで　ゴロやきゅうを　つづ
けたいですか？
【回答】高等部（高校）を卒業するまでと回
答した選手が３名（18.8％），高等部（高
校）卒業後も続けたいと回答した選手が13
名（81.3％）であった。
【質問９】すきなプロやきゅうチームと　あこ
がれているせんしゅを　おしえてください。
【回答】北海道日本ハムファイターズを挙げ
た選手が11名であった。メジャーリーグの
球団をあげた選手もいた。特に好きなチー
ムはないと回答した選手も４名いた。
　　好きな選手の第１位は北海道日本ハムフ
ァイターズの大谷翔平選手で６名，第２位
が同じく北海道日本ハムファイターズの中
田翔選手で２名であった。
【質問10】じゆうきじゅつです。ゴロやきゅ
うについて おもっていることをなんでも
かいてください。
【回答】一人の選手による複数の回答もあっ
た。これら全ての回答を４つのカテゴリー
に分類して以下にまとめた。
（１）意欲・関心等に関する内容（16件）
・「楽しい」「楽しみ」というワードが入って
いたもの：７名
・「もっと練習したい」「〜〜をやりたい」と
いうゴロ野球への意欲に関するもの：８名
・その他「野球に興味を持てた」：１名
（２）技能に関する内容（５件）
・〜さん（OBチームの強打者）をたおした
い
・ピッチャーをもっとうまくなりたい
・しゅび（でボール）をはやくとれるように
なりたい
・ばってぃんぐがもっともっとれんしゅうし
たいです（うまくなりたい）
・投げる練習を頑張っています（保護者代筆）
（３）思考・感情等に関する内容（６件）
・まけたらかなしい
・ユニフォームがうれしい
・〜くんすごい
・〜ちゃんのピッチャーのボールがすごい
・やきゅうをおしえてくれてありがとう
・中学部や高等部の人たちとも交流できたの
で監督や学生などのみなさんに感謝してい
ます。
（４）人との関わりやコミュニケーション（５
件）
・ゴロ野球を通して色んな人と関わりを持て
てよかった
・チームで一つの目標に向かってプレーする
のが楽しい
・学校で大好きな先生が来てくれるのでうれ
しい
・（自分の所属する）学部以外の人と交流で
きた
・みんな違った障害をもっているけど，同じ
目標にむかって１人１人できるはんいでが
んばっていることがすごくいいと思います
（５）知識や理解に関する内容（１件）
・野球のルールを覚えることができた
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３．保護者アンケートの結果
【質問１及び回答】子どもの基本状況につい
て，性別や所属学部，所持している身体障
害者手帳の等級，障害名等について質問し
た。回答は上述した「児童生徒の概要」の
通りであった。
【質問２及び回答】子どものゴロ野球歴につ
いて質問した。ゴロ野球を始めて２〜４年
の選手が11名を占めた。５年以上続けてい
た選手も５名おり，小学部から始めて９年
になる選手もいた。
【質問３】子どもがゴロ野球をはじめた理由
について（複数回答）
【回答】一番多かった回答は「参加できそう
なスポーツはゴロ野球であった」であった。
続いて，「子どもにスポーツをさせたかっ
た」「余暇活動の１つとして」という結果
になった（図３）。
【質問４及び回答】お子さんはゴロ野球が好
きだと感じるか質問し，16名全員が好きで
あると回答した。
【質問５及び回答】ゴロ野球の実施頻度につ
いて質問した結果，14名（87.5％）が現状の
週１回が適切であると回答し，２名（12.5％）
が週に２〜３回の実施が適切であると回答
した。
【質問６及び回答】ゴロ野球歴以外のスポー
ツ歴（種目，期間，大会出場の有無）につ
いて質問した結果，陸上競技，水泳が多か
った（図４）。陸上競技では大会への出場も
見られたが，その他の競技では大会への出
場はなかった。
【質問７及び回答】子どもにさせてみたい競
技はあるか質問した（複数回答可）結果，
ボッチャ，陸上競技などをあげた保護者が
多かった（図５）。
【質問８】ゴロ野球を始めてからの子ども自身
や周囲の人たちの変化について（自由記述）
【回答】
・本人はルールも含めて，今，何をするのか
覚えてきたと感じています。
・小学部の先輩，中学部，高等部の方々との
つながりができた。
・最初の頃は，母親に連れてこられてなんと
図３．ゴロ野球を始めた理由（保護者）
図４．ゴロ野球以外のスポーツ歴
図５．子どもにさせてみたい競技
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なくいる，知っている顔があると遊ぶ程度
だった。監督に名前を呼んでもらったり，
ほめられたりすることで準備体操など興味
のあるものはやっている。守備はまだまだ
だけど，バッティングやピッチングはまわ
りのアドバイスを聞いて取り入れるように
なった。
・人見知りが激しかったのですが，３年間や
っていく中ですごく積極的になり，自分以
外の事に目を向けることができるようにな
ったり，声をかけ合ったりと成長したこと
がたくさんありました。一番の変化は，喜
怒哀楽がはっきり出せるようになったこ
と。１年目は悔し涙を流すことはなかった
けど，２年目は大泣きでした。それをみて
ものすごく成長を感じました。
・周りの人も含め，プロ野球に興味を持つよ
うになった。実際に札幌ドームへ行って応
援をするなど外出が増えた。また，今まで
どこかへ出掛けても見ているだけだった
り，車椅子での移動が難しく行けない所も
沢山あったが，野球観戦という楽しみが増
えた。
・自分の体で動きが悪い所が出てきたら，リ
ハビリを頑張ったりして体を整えようとす
ることが増えてきました。
・自分から積極的に集団の中に入るのが今ま
では苦手でしたが，ゴロ野球の時は自ら皆
の輪の中に入ることができています。
・出来ないからと諦めたりせず，目標を持ち
努力することを学べました。
・活動の幅が広がりました。中１の頃までボ
ールを手から離す事や前に投げることも難
しい状態でしたが，当時，投手に憧れかな
り投球練習をしました。今では当時程苦労
せずに前方にボールを投げることができる
までに成長しました。
・自分にも取り組めるスポーツがあること
で，自信につながっていると思う。
・「野球」というワードで色々な人と会話を
楽しんでいる。
・自分中心で周っていたものが，本人の気持
ちだけでは動かないことをゴロ野球のチー
ムの中で少しずつ学習してきているように
思います。自分にできることが周囲の子た
ちにできないことに気がつくと進んで手を
さしのべることも見受けられます。祖父も，
孫と野球をすることが出来て大喜びです。
投球フォームの指導やグローブの手入れな
ど楽しそうにやっていて，見ていてもほほ
えましいです。
・子どもの身体的変化がすごかったです。ボ
ールを投げることができるようになった。
加えて，コーチから「肩をあげて上から腕
を振る」等の指導にこたえてできるように
なった。自分の目指す先輩を見つけてマネ
をするようになった。療育施設でのリハビ
リにも目的をもって取り組めるようになっ
た。PT，OTでもボールが投げられるよう
になる，バットの振り方，姿勢の保持等，
目標にすることで，子供のリハビリに対す
る取り組みが良くなった。療育施設にもゴ
ロ野球のコーチがいるので入院してもゴロ
野球を通じていろんな情報を得ることがで
きた。
・「ゴロ野球の仲間」という意識が高くなり，
助け合いや協力するという気持ちが出来て
きたように思います。声が出ていなかった
子供達も，声がきけるようになってきまし
た。楽しそうな声を聞くと，見ている母達
179
も嬉しくなって笑顔になります。
・今では練習を楽しみにしています。知らな
い集団が苦手なので，１人ずつ名前を覚え
知っている集団にしたり，失敗を極端に嫌
がるので「大丈夫。練習すれば上手になる
よ」と声をかけたり，色々な工夫も必要で
したが好きになってくれてよかったです。
今でも疲れたと言って休むこともあります
が，その間に上手くできない悔しさの気持
ちの切替をしたりと，自分の中で解決する
方法を模索しているようにも思えます。先
日チームメイトと作っていた新聞，親には
見せてくれないんですよね。自分の世界を
少しずつ作っているのかなと見守っていま
す。
・兄も野球をやっていて，同じスポーツを自
分は歩いたり走ったりはできないけど，野
球ができるんだ！と自信になっていると思
います。一応夢はプロ野球選手！だからゴ
ロ野球は子どもの夢につながっていて，な
くてはならないものです。とても練習は最
後まで集中できていないのですが・・。
・出来ることが増えました。足，腰が鍛えら
れ，丈夫で強くなった。ボールを見るよう
になった。これらのことで学校の先生達も
ほめてくれます。親もビックリするくらい
成長しています。
・出来ないことが当たり前というか，普通だ
った。何をしても健常児と比べてしまい「や
りたい」「やらせてみよう」という気持ち
もなかった。「うちは・・やりません」が
家族もまわりも本人も普通だった。野球を
はじめるのも最初は反対でした。あんなに
上手にできるわけないし，本人に負けたく
ない，頑張ってみたいという気持ちが少し
もなかった。でも続けているうちに，今ま
で感じたことのないチームワーク，協力す
る事，頑張れば上手くなる事，出来なくて
悔しい気持ちが本当に成長したと思う。一
番嬉しかったのは父かもしれません。２人
でキャッチボールをしたり，速い球の研究
をしたり。父として接していたけれど，ど
こかで「無理だよ，できないよ」と思って
やらせない事が父の優しさと思っていたと
ころを共通の思い「うまくなりたい，もっ
とうまくさせたい」がとても良い関係にな
ったと思います。技術ばかりではなく，精
神的に私も家族も親戚も変わりました。
【質問９】ゴロ野球はお子さんにとってどの
ような意味合いを持っていますか（自由記
述）
【回答】
・大好きな監督や友達，仲間と一緒に同じ時
間が共有できる大切な時間。
・色々な人とのつながり。
・学年関係なく，お友達と仲良く活動し，目
標に向かって頑張れる場所。
・とにかく「楽しみ」であることが一番。モ
チベーション。
・週に１回の練習は，子どもにとって大きな
ものになっています。金曜日，病院の受
診などで学校に行けなくてもゴロには行
く！！ってぐらいです。チームメイトとの
結束も強く，監督や支援者にすごく信頼感
を持っているので，自分でもいろいろ考え
て意見を言ったりできる場なんだと思いま
す。
・体力を向上させるためというものもある
が，障害によって色々な制約がある中，本
人が一番楽しいと思える活動。年齢も関係
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なく，障害の程度も関係なく参加できるの
で自然と助け合いの心がうまれる。自分が
必要とされる居場所があるという安心感が
あるように思う。
・いつもと違った集団の中でも楽しく参加で
きていると思います。最初のうちは，ただ
その場にいるだけという感じでしたが，最
近は積極的に競技に参加しようとする姿が
見られます。物事を継続してできるという
ことはとても大切なことだと思います。
・居場所。自分らしくいられるところ。不登
校になり，不安や不信感，心身の不調など
辛い状態のときも居場所としてありまし
た。どんどん自信を無くしていく中で少し
ずつ自分らしさを取り戻す事ができたのも
ゴロ野球を続けられたからだと思っていま
す。一緒に練習する生徒や卒業生，支援者
との関わりは他の場所では得ることの出来
なかった環境でした。まだ出し切れていな
い伸びしろが知らず知らずに伸びていくよ
うな，失いかけた自信を取り戻せるような
…とても大切で必要に思っています。
・遊び，学びが両立でき，上下関係の大切さ
を知ることのできる大切な場です。野球そ
のものももちろんですが，監督との練習後
の関わりは欠かせません。普通小に転向し
てもゴロ野球に来ることでホッとできる場
があり，みんなと共に手にした「優勝」はみ
んなの絆をさらに強めるものでした。その
チームを全力で支えてくれている支援者に
は本当に感謝しきれません。そんなゴロ野
球が息子にとって一番輝けるスポーツです。
・子供ができることの可能性を広げていると
思います。監督とのやりとりや，仲間たち
とのチームワークをとても楽しそうにして
います。リハビリにも野球を取り込むこと
で目的をもってできているし，励みになっ
ているようです。
・学校に病院，そして家。マンネリ化した生
活の中で学年の違う仲間たちとの交流は子
ども自身とっても刺激を受けています。ノ
リノリで行きたい日もあれば，ぐだぐだで
行きたくない日もありますが，子どもにと
ってゴロ野球は生活のメリハリになってい
ます。
・身体を動かす良い場である。リハビリとは
違い，広い場所で思いっきり走る，遠くへ
投げるなどの動作も行える。
・集団に属する良い場である。集団に入るか
らこそ学べることは多く，自分のアピール
の仕方，チーム内での立場，役割，チーム
全員のことを考えた行動など学校（学年）
とはまた違う学びになっていると思います。
・スポーツを通して学ぶ良い場である。最初
は下手で苦手だったことも練習を重ねる事
で少し上達したりフォームを変える事で上
手くできたり，また，何度やってもできな
くて悔しい思いをする中で，もっと練習し
ようと思うなどメンタルもきたえられてい
ると思います。
・うちの子にもできるスポーツで，週１回，
他学年の人達と交流を持って楽しく過ごせ
る場所がゴロ野球です。
・今では家族の大事なイベントの１つ。本人
もかなり生活の部分を占めている。自分も
できる！と認識できる場所でもあり，自分
から発信しなければいけないので楽しいば
かりではなく，挑戦し続ける場所でもある
と思います。
【質問10及び回答】子どもにいつまでゴロ野
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球を続けてほしいか質問した結果，「高等
部（高校）卒業後も続けてほしい」が12名（75
％），「高等部（高校）卒業まで」が２名（12.5
％），「小学部卒業まで」が１名（6.％）で
あった。また，記述なしが１名であった。
【質問11，12及び回答】ボランティアの在り
方について質問した結果，ほとんどの保護
者がボランティアによる支援の必要性を感
じており，継続的な参加や子ども達の意欲
向上のためのかかわりを求めていることが
わかった。
【質問13及び回答】ゴロ野球以外のスポーツ
を行う上で困っていることを質問した結果，
「親の行動力，体力的な問題」「スポーツに
チャレンジするキッカケがなかなかつかめ
ない。またその情報を得られない」「スポー
ツ＝体力勝負，参加条件が厳しい，柔軟な
対応がされていないなど，なかなか参加で
きるスポーツがない」といった意見が見ら
れた。
【質問14】その他自由記述
【回答】
・ゴロ野球は学校で取り組めて，継続して来
てくれる監督や学生さん，コーチもいて先
輩たちもいて活気があった。何かさせたい
と思ったときに目の前にゴロ野球があった
ことはありがたかった。OBや先輩の姿を
みて，将来なってほしい姿を思い描いたり
我が子の課題を見つけられ，スポーツその
もの以外でも勉強になることが多かった。
そして何より，チームを引っ張ってくれる
監督が，本当に「楽しい」と思って関わっ
てくれていることに感動した。こんなに素
敵な監督には探してもなかなか巡り会えな
いだろうと思う。この監督が育てた学生さ
んが多く関わって活気づけてくれることも
また恵まれた環境だと感謝しています。こ
れからも子供をよろしくお願いします。
・ゴロ野球以外のスポーツにも興味はある
が，情報が少ないように思う。ゴロ野球に
入る時もそうだったが，車椅子の自走も出
来ない子に参加は無理だろうと思っている
所が親にはあるので，もっとどんな人が参
加しているかなどの情報が簡単に入ってく
るといいなと思う。
・毎週ゴロ野球を出来ることを楽しみにして
います。ゴロ野球での経験は本人にとって，
とてもプラスになっています。負ける悔し
さ，勝つ喜び，そしてチームのみんなで1
つの目標に向かって練習できること。監督，
支援者には感謝の気持ちでいっぱいです。
本当にありがとうございます。
・子どもにはいろいろなことをやらせたいと
思っていますが，常に付き添いが必要だと
なかなか難しいのが現状です。ゴロ野球は
学校でできるので，付き添いもしやすく，
気軽にはじめることができました。楽しん
で続けられていることが，親子ともどもう
れしく感じます。
・障害がある事によって活動の幅は狭まり，
経験も不足しがちです。ゴロ野球に出合う
ことによって様々な経験ができましたが，
もっと色々なスポーツが気軽に楽しめる環
境が整ってくれたらうれしいです。一人一
人できる事が違いますが，周りの理解や支
援の工夫などで同じスポーツを同じ気持ち
で仲間と楽しめることが可能だと思ってい
ます。障害があっても無くても生き生きと
した毎日を過ごせる環境を与えてあげたい
と考えています。
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・ゴロ野球をすることで良いと思うことは，
　単純に楽しみ（張り合い）
　新しいことへのチャレンジ
　チームプレーによる仲間意識
　リハビリ効果
　技術向上
　目標を持って活動すること
　年齢の違う人との関わり
　スポーツを通してのマナー
　自分に自信をもつ
　ゴロ野球の活動がもっと多くの人に伝えら
れてゴロ仲間が増えると「全国大会」とか
夢じゃないと思います！
・障害がある，なしに関わらずスポーツなど
の体験は幼い時から色々経験が必要だと思
います。「やったことがない＝やれない」
ではなく，難しければ何か手段を考えて楽
しむ事が出来ればいいと思っています。今
まで，水泳，スケート（木ぞりに乗ってす
べる，木ぞりにつかまってすべる），チュ
ーブすべり，山登り，マラソン，車椅子テ
ニス，ボッチャ，ドッチボール等々体験さ
せてくることができました。今回，本人が
ゴロ野球を始めてから初優勝をすることで
もっともっと楽しみが増えたように感じま
す。ここまで本人が楽しんで野球に夢中に
させてくれた監督や，支援者，その他コー
チの先生たちに本当に感謝しています。こ
れからも弟と一緒によろしくお願いいたし
ます。
・心身の成長に大いに寄与していると思いま
す。健常児童との交流ができれば新しい意
義も生まれるかなとも思っています。
・個人の能力に合わせてルールが決められる
ゴロ野球は障害をもった人たちにとって，
とても素敵なスポーツだと思います。試合
は時に判定が難しいこともありますが，見
ている側もドキドキするようなドラマがあ
り感動します。
・本当はゴロ野球だけではなく，いろいろな
スポーツにチャレンジさせたいと思ってい
ます。でも，リハビリ等で時間がない・・・。
どうにか金曜日だけは時間をつくってゴロ
野球に参加している状態です。（子供に時
間がないのではなく，母にゆとりがないの
かも）ゴロ野球のスタッフの皆さんには感
謝の気持ちでいっぱいです。
・ゴロ野球は身体能力の差を考慮されている
事から参加しやすいです。メンタル部分も
無理強いする事なく，自分のペース，やる
気で努力できる事も息子のペースに合って
いるのかなと思っています。上手くなりた
いという気持ちに（対する）アドバイスが
あるとやる気に繋がると良いなあと思って
います。今はどうしたら上手くなのるか分
からずにいる様です。
・今までたくさんありがとうございました。
・ゴロ野球に出会えてことで，本当に変われ
ました。ゴロ野球をきっかけに，マラソン，
テニスなど，スポーツに目覚めることがで
きました。娘には絶対にできないと思って
いたことが間違いだったことに気が付いた
のは私だけではなく，家族も，友人も，病
院の先生方も同じです。「私，ピッチャーで，
野球でしょ，マラソンでしょ，テニスもね
･･･と誇らしげに話をしている彼女は，今
までにない自信と希望を持てたのだと思い
ます。でも，本当に成長したのは私達両親
だったのかも知れません。出来る事，出来
ない事を見極めていたつもりが，いつの間
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にか，絶対できる事と失敗しないことだけ
を見極めてやらせていたのかもしれませ
ん。ゴロ野球に出会えたこと，すばらしい
指導者に出会えた分，周囲の障害者スポー
ツに対する考え方が違いすぎることも問題
点の1つではあると思います。体のことだ
け考える医者，自立を考えてスポーツは余
暇という学校，スポーツと生活の両方を考
えた車椅子･･･など，スポーツに一生懸命
になればなるほど溝が深まるばかりです。
障害者＝自立が，それだけが大切ではない
ことをもっとわかってもらい，楽しいから，
趣味で・・・という考えではないという事，
成長する上でとても重要な役割があるとい
うことを学校の先生方にはわかってもらい
たいし，伝えていきたいと思います。
・毎週楽しくゴロ野球を練習しているようで
す。最近になって，やっとゴロ野球の流れ
を理解してきたみたいで，泣いたり怒った
りすることも少なくなってきました。2年
生の後半から続けているのですが，ランニ
ング等のおかげでとても足，腰が強くなり，
ボールを拾うことも覚えました。そのボー
ルを相手に渡すことも出来るようになりま
した。出来ることが増え，周りの人からも
ほめられ，本人もとても嬉しく思っている
と思います。これからもどんどん成長して
いってほしいと思います。ボランティアさ
んと一緒にキャッチボール等練習できると
嬉しいです。
Ⅴ．考察
　肢体不自由特別支援学校の児童生徒が取り
組めるスポーツは限定的な現状の中で（笹川
スポーツ財団，2013），ゴロ野球の取り組み
を児童生徒達がまずは何よりも「楽しみ」と
してとらえていること，もっと多くの練習に
取り組みたいと思っていること，地域のプロ
野球チームを応援し，人気選手に憧れを抱い
ていることも明らかになった。このことは障
害があったとしてもスポーツの意義やスポー
ツへの思い，動機づけは障害のない子ども達
と何ら変わりのないことを示している。
　保護者アンケートの結果からも，ゴロ野球
が子ども達にとっての居場所であったり，大
きなやりがい，大切な活動の場になっている
と保護者が感じていることが明らかになった。
保護者アンケートの自由記述の内容からは，
子ども本人の変化はもちろん，家族のスポー
ツに対する考え方や障害の捉え方の変化が見
て取れた。ゴロ野球を始めるまではスポーツ
は「できない」と保護者や子ども自身も諦め
てしまっていた様子も見受けられた。肢体不
自由特別支援学校でのスポーツ活動を通して，
支援者が障害のある子ども達の「できる」条
件を探り，指導にかかわっていくことで，障
害のある児童生徒はもちろんその家族も前向
きに生活していけるような心理的効果が生じ
る可能性が今回のアンケート調査の結果から
示された。
　その一方で，保護者からはもっとより多く
のスポーツを経験させたいけれども，その場
や情報が少ないという考えが示されていた。
ゴロ野球の活動を通した子ども自身や家族の
心理的変化を考えると，今後特別支援学校に
在籍しているいわゆる重度障害のある児童生
徒でも取り組める新たなスポーツの開発や普
及が求められる。そのことで，障害のある児
童生徒はもちろんその家族のより生き生きと
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した生活が実現するものと考えられる。
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